
　
５
月
27
日
㈯
、
和
気
町
の
河
川
敷
に
お
い
て
、
吉
井
川
総
合
水
防
演
習
が
行
わ
れ
、

鏡
野
町
消
防
団
か
ら
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
中
国
地
方
の
河
川
に
お
い

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
消
防

団
、
関
係
機
関
の
密
接
な
連
携
の
も
と
迅
速

か
つ
円
滑
な
水
防
工
法
を
実
施
す
る
こ
と
や
、

水
防
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鏡
野
町
消
防
団
は
、
こ
の
演
習
に
お
い
て

改
良
積
み
土
の
う
工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

吉
井
川
総
合
水
防
演
習
に
参
加
し
ま
し
た

　
５
月
23
日
㈫
、
岡
山
県
立
博
物
館
で
第
57
回
岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会
賞
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
岡
山
県
の
文
化
財
の
保
護
に
長
年
著
し
く
貢
献
し

た
個
人
及
び
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
上
齋
原
ふ
る
さ
と
掘
り
起
こ
し
委
員
会

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
部
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
部
会
は
、
恩
原
高
原
に
生
息
す
る
希
少
な
チ
ョ
ウ

で
あ
る
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
や
そ
の
食

草
の
保
護
、
生
息
状
況
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
観
察
会
や
学
校
で
の
環
境
教
育
な
ど
の
普
及

啓
発
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

も
あ
り
、
平
成
30
年
に
は
恩
原
高
原
の
生
息
地
が

県
指
定
天
然
記
念
物
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会
賞
表
彰
式

　
６
月
１
日
㈭
、
南
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
岡
山
湯
郷
B
e
l
l
e
の
選
手
を

招
い
て
人
権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
交
流
の
場
を
設
け
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
南
小
学
校
の
５
年
生
40
名
が
参
加
し
て
、
内
田
好
美

選
手
・
鳥
海
由
佳
選
手
・
岸
野
早
奈
選
手
・
池
田
知
佳
コ
ー

チ
・
小
林
彗
那
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
、
選
手
の
巧
み
な
技
も

見
る
こ
と
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

緊
張
か
ら
か
、
始
め
は
少
し
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
動
き
が
よ
く
な
っ

て
い
き
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
活
動
す
る
楽
し
さ
を
学
び
、
相

手
の
こ
と
を
考
え
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
岡
山
湯
郷
B
e
l
l
e
の
選
手
か
ら
「
試
合
に
負
け

た
時
は
悔
し
い
。
自
分
を
見
直
す
た
め
に
ビ
デ
オ
を
見
て
、
次

に
つ
な
げ
て
い
る
よ
。
」
「
サ
ッ
カ
ー
は
ひ
と
り
で
は
で
き
な

い
。
み
ん
な
と
協
力
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
よ
。
」
と
競
技

で
の
経
験
を
交
え
て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
し
た
。

人
権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室

2
0
2
3 

美
作
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

緑のふるさと協力隊便り
今月
の、

日
　
時
：
５
月
21
日
㈰

場
　
所
：
津
山
総
合
体
育
館

◇
ダ
ブ
ル
ス 

C
級

優
　
勝
　
小
山
　
凜
心
（
鏡
野
中
学
校
）

　
　
　
　
坂
本
　
美
海
（
鏡
野
中
学
校
）

第
３
位
　
島
田
　
珠
羽
（
鏡
野
中
学
校
）

　
　
　
　
杉
山
　
瑠
花
（
津
山
中
学
校
）

◇
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

C
級

準
優
勝
　
小
山
　
凜
心
（
鏡
野
中
学
校
）

第
３
位
　
島
田
　
珠
羽
（
鏡
野
中
学
校
）

　
　
　
　
杉
山
　
瑠
花
（
津
山
中
学
校
）

「
絆
感
謝
運
動
」
竹
田
地
区
の
清
掃
活
動
を
実
施

　
５
月
29
日
㈪
、
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
定
例
総

会
及
び
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鏡
野
町
か
ら
は
、

多
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
改
善
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
、
環
境
文
化
部

長
表
彰
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
を
奥
津
地
区
環
境
衛

生
委
員
の
石
原
賢
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
会
長
表
彰
環
境
衛
生
改
善
優
良

地
区
を
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
、
環
境
衛
生
改
善
地
区
育

成
功
労
者
を
５
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
7
日
㈬
、
鏡
野
町
商
工
会
青
年
部
及
び

女
性
部
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
鏡
野
の
み
な
さ

ん
と
共
同
で
、
竹
田
地
区
の
道
路
や
歩
道
、
溝

等
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
６
月
10
日
の
「
商
工
会
の
日
」

に
合
わ
せ
全
国
で
、
青
年
部
同
士
の
絆
の
強
化

並
び
に
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
機

会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
『
絆
』
感
謝
運
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
年
度
は

岡
山
県
独
自
で
青
年
部
及
び
女
性
部
の
共
同
事

業
と
し
て
実
施
し
、
総
勢
30
名
で
の
清
掃
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
か
け
が
え
の
な
い
鏡
野
町
に
お
い
て
、

経
済
を
通
じ
て
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人
材

育
成
に
重
点
を
置
き
、
鏡
野
町
の
発
展
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度  

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会

定
例
総
会
及
び
表
彰
式

提
出
・
お
問
い
合
せ
先

鏡
野
町
産
業
観
光
課
ま
た
は
各
振
興
セ
ン
タ
ー 

産
業
観
光
課  

担
当  

山
﨑  

壽

電   

話（
０
８
６
８
）５
４
ー
２
９
８
７
　
F
A
X（
０
８
６
８
）５
４
ー
３
６
６
２

イ
ノ
シ
シ
等
侵
入
防
護
柵
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

岡
山
県
環
境
文
化
部
長
表
彰

　
〇
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労
　
　
　
　
石
原
　
　
賢
（
奥
津
地
区
）

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　
〇
環
境
衛
生
改
善
優
良
地
区
　
　
　
　
郷
婦
人
会
（
郷
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
谷
も
っ
た
い
な
い
ク
ラ
ブ
（
小
田
地
区
）

　
〇
環
境
衛
生
改
善
地
区
育
成
功
労
者
　
今
村
　
八
重
（
中
谷
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
　
浩
二
（
香
南
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
政
樹
（
香
北
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
圭
子
（
泉
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
和
正
（
富
地
区
）

為国友梨 さん
ため　くに   ゆ    り

　ようやく朝晩が寒くなくなりましたね。実家ではとっく
にこたつも毛布も片づけていた時期なので、これが鏡野だ
なぁと思いながら日々過ごしています。
　ＧＷは上齋原のおんな相撲に出場と、羽出・富のお田植
え祭を見てきました。イベントの話は聞くばかりだったの
で、ようやく参加できて本当に嬉しいです。納涼祭やもみ
じ祭りもにぎやかに開催されるといいなと思っています。
　５月はそのほかにいちごの収穫やぶどうの仮成形、手植
えの田植え、サロンへの参加や食堂手伝いなどをしました。

■
補
助
対
象
：
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
電
気
柵
や
ト
タ
ン
等
の

防
護
用
資
材
購
入
に
要
す
る
経
費

　
※
設
置
延
長
が
50
ⅿ
未
満
の
場
合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
※
電
気
柵
に
つ
い
て
は
電
線
を
２
段
以
上
張
り
、
感
電
防
止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講

　
じ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
又
は
そ
の
同
一
世
帯
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

　
　
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
補
助
額
：
設
置
費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
15
万
円
）

■
対
象
農
地
：
鏡
野
町
内
の
耕
作
地
（
耕
作
放
棄
地
、
過
去
３
年
度
間
に

　
防
護
柵
設
置
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
耕
作
地
を
除
く
）

■
申
請
方
法
：
防
護
柵
の
設
置
完
了
後
に
、
所
定
の
申
請
用
紙
（
産
業
観

　
光
課
、
各
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
設
置
位
置
図
、
資
材
購
入
費
の
領
収
書
（
購
入
日
が
令
和
５
年
４
月
１

　
日
以
降
の
も
の
に
限
る
。
）
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
申
請
受
付
は
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

尾形有紀 さん
お  がた   ゆ    き

　鏡野町に住んでから２ヶ月が経とうとし、少しずつ暮ら
しに慣れてきたところです。
　さて、活動ではイベントに参加したり、お店のお手伝い
をしたり、農作業を体験したりしました。とくに楽しかっ
たことは、小学校の児童と一緒に籾まきや田植えをしたこ
とです。また、いちご農家さんでお手伝いをし、収穫や
パック詰め、手入れ等を丁寧に手作業でしていくことが印
象に残っています。今後のぶどうや桃のお手伝いも楽しみ
にしています。

う
ち 

だ
こ
の
み

け
ん

と
り
う
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ゆ  

か
　
　
　
　
　   

き
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さ   

な
　                 

い
け 

だ 
 

ち  

か

こ
ば
や
し
せ
な
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